
「
健
康
講
座
」
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

令
和
八
年
度
の
健
康
講
座
が
い
よ
い
よ

始
ま
り
ま
し
た
。
健
康
講
座
は
内
子
町
保
健

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
毎
年
（
年
六
回
）

開
催
し
て
い
ま
す
。 

講
座
の
内
容
は
、
健
康
や
暮
ら
し
に
役
立

つ
講
話
と
、
毎
日
の
食
を
豊
か
に
す
る
調
理

実
習
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。 

 

第
一
回
健
康
講
座 

五
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回

目
の
講
座
は
、
保
健
師
の
山
本
鈴
夏
さ
ん
が
、

『
自
身
の
健
康
を
知
ろ
う
』
と
題
し
て
講
話

を
行
い
ま
し
た
。 

講
話
の
前
に
、
参
加
者
は
自
分
の
健
康
状

態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定

を
行
い
、
水
分
や
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
、
身
体

を
構
成
す
る
成
分
を
測
定
し
ま
し
た
。 

山
本
さ
ん
は
、
そ
の
分
析
の
結
果
か
ら

「
自
分
の
身
体
を
知
る
こ
と
が
健
康
へ
の
近

道
。
体
成
分
結
果
を
も
と
に
適
度
な
運
動

と
食
事
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
」

と
日
常
生
活
を
見
直
す
こ
と
を
提
案
さ
れ

ま
し
た
。 

続
く
調
理
実
習
で
は
、
町
管
理
栄
養
士
の

河
野
洋
子
さ
ん
の
、
塩
分
控
え
め
「
春
の
や

さ
し
お
料
理
」
レ
シ
ピ
に
よ
る
料
理
を
全
員

で
調
理
し
、
胃
に
も
目
に
も
さ
わ
や
か
な
春

を
体
感
し
ま
し
た
。 

第
二
回
健
康
講
座 

六
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回

講
座
は
、
内
子
町
危
機
管
理
監
の
泉
清
一

さ
ん
が
、
『
災
害
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
』

と
題
し
て
、
「
災
害
が
発
生
し
て
避
難
生
活

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
・・・
」を
テ

ー
マ
に
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

泉
さ
ん
は
、
災
害
時
の
避
難
生
活
に
お
い

て
、
持
病
の
悪
化
や
身
体
的
・
精
神
的
負
担

に
よ
っ
て
命
を
失
う
災
害
関
連
死
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
「
日
頃
か
ら
備
蓄
品
の
確
保
な

ど
の
備
え
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
最
後
に
「
災
害
時
に
役
立
つ
の
は
、

地
域
の
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
。
地
域
の
絆

が
命
を
救
い
ま
す
。
」と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
の
調
理
実
習
で
は
、
保
存
が
効
く

常
備
野
菜
や
乾
物
を
使
っ
て
「
日
頃
か
ら
備

え
る
常
備
食
料
理
」
を
調
理
し
、
災
害
へ
の

備
え
に
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

今
年
度
の
開
催
予
定
日 

○
第
三
回 

八
月
二
十
五
日
（火
） 

○
第
四
回 

一
〇
月
二
十
七
日
（火
） 

○
第
五
回 

十
二
月
十
五
日
（火
） 

○
第
六
回 

九
年
二
月
九
日
（火
） 

◇
定 

員 

先
着
十
五
名 

（定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
） 

◇
参
加
費 

三
百
円 

◇
時 

間 

午
前
九
時
三
○
分 

～
午
後
一
時
頃  

令和 8年 

7 月発行 

電話・FAX 

44-3410 

役割分担し手際よく調理します。 

健
康
に
生
活
す
る
こ
と
は
基
本
的
人
権
の
ひ
と
つ
で
す
。 

栄養たっぷり調理実習の講話 

インボディ測定で身体の中身を分析します。 



手
話
で
あ
そ
ぼ
う
！ 

み
ん
な
と
一
緒
に 

手
話
で
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

歌
や
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
、
楽
し
く
手
話

が
体
験
で
き
る
「
手
話
で
遊
ぼ
う
！
」
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

○
日 

時 

八
月
二
日
（日
） 

午
前
一
○
時
～
正
午 

 
 
 
 

※
受
付 

午
前
九
時
三
〇
分
～ 

○
場 

所 

う
ち
こ
福
祉
館 

２
階
ホ
ー
ル 

○
対 

象 

小
・中
学
生 

（
高
校
生
・
保
護
者
の
方
も
大
歓
迎
）

○
定 

員 

二
○
名 

 
 

○
参
加
費 

無
料 

○
申
込
締
切 

七
月
十
七
日
（金
） 

 

『
や
さ
し
い
人
権
講
座
』
の
ご
案
内 

 
 

 
 

 
 

ふ
つ
う
っ
て
何
？ 

絵
本
と
遊
ん
で
柔
ら
か
頭
に
な
ろ
う 

○
講 

師 

お
は
な
し
屋
え
っ
ち
ゃ
ん 

武
知
悦
子
さ
ん 

○
日 

時 

八
月
二
十
四
日
（月
） 

午
後
七
時
か
ら 

○
場 

所 

う
ち
こ
福
祉
館 

２
階
ホ
ー
ル 

今
年
度
第
一
回
目
の
人
権
講
座
の
講
師

は
、
絵
本
の
魅
力
を
と
お
し
て
、
人
権
の
大

切
さ
を
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
く

れ
る
武
知
悦
子
さ
ん
で
す
。 

幼
稚
園
教
諭
な
ど
、
子
ど
も
に
関
す
る

職
場
に
勤
務
し
た
経
験
を
ふ
ま
え
、
人
権
に

つ
い
て
い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。 

 

 

そ
の
他
の
主
催
事
業
も
開
催
し
て
い
ま
す
。 

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

◎
茶
道
教
室
（
第
一
・三
水
曜
） 

夜
間 

◎
生
花
教
室
（
第
二
・
四
水
曜
） 

夜
間 

◎
押
花
教
室
（
毎
月
第
三
月
曜
） 

昼
間 

◎
小
学
生
習
字
教
室
（毎
週
土
曜
） 

昼
間 

※
教
室
毎
に
時
間
・
受
講
料
は
異
な
り
ま
す
。

事
前
の
見
学
も
可
能
で
す
。 

ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
等 

お
悩
み
の
方
へ 

弁
護
士
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗

中
傷
な
ど
で
お
悩
み
の
方
に
、
愛
媛
県
で
は

「
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
窓
口
」
を
設
置

し
ま
す
。 

プ
ロ
バ
イ
ダ
等
へ
の
削
除
方
法
、
名
誉
棄

損
の
法
的
手
続
き
に
関
す
る
紹
介
な
ど
、
弁

護
士
が
相
談
に
応
じ
、
法
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。 

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

※
解
決
を
確
約
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
裁
判
等
の
法
的
手
続
き
に
関
す
る
費
用
は
相
談
者

の
負
担
に
な
り
ま
す
。 

☆
相
談
日 

 

七
月
十
六
日
（
木
）
、
九
月
十
七
日
（木
）
、 

十
一
月
十
九
日
（
木
）
、
一
月
二
十
一
日
（
木
）
、 

三
月
十
八
日
（
木
） 

☆
相
談
時
間 

 

午
後
一
時
三
〇
～
三
時
三
〇
分 

の
う
ち
四
○
分
程
度 

☆
相
談
場
所 

愛
媛
県
庁
第
二
別
館
５
階
会
議
室 

☆
申
込
先 

愛
媛
県
人
権
対
策
課 

〇
八
九
（
九
一
二
）二
四
五
七 

城
廻
自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
部

よ
り
い
た
だ
い
た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
植
え

ま
し
た
。
毎
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、
ゴ
ー
ヤ
、

風
船
カ
ズ
ラ
に
加
え
、
新
た
に
ヘ
チ
マ
も
仲

間
入
り
し
ま
し
た
。 

駐車場のプランターに植えました。 

楽しく手話を学びましょう。 

機能回復訓練室をやさしく覆います。 


